
「第２回工業炉関連機器展　サーマルテクノ
ロジー」の会場風景（日本工業炉協会提供）

　
工
業
炉
は
金
属
工
業
や
一
般
機
械
工
業
な
ど
熱
を

利
用
す
る
産
業
で
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
お
り
、
モ
ノ

づ
く
り
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
工
業
炉
の
安
全

な
ど
に
関
し
て
は
、
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

に
お
い
て
国
際
規
格
の
検
討
が
続
い
て
い
る
。
日
本

工
業
炉
協
会
は
工
業
炉
に
関
す
る
展
示
会
を
２
０
１

３
年
以
降
に
予
定
し
て
い
る
。

１
０
年
は
誘
導
加
熱
が
前
年
比
２
７
％
増

今
年
１
１
月
に
日
本
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
会
議

大
阪
の
展
示
会
は
予
想
以
上
の
反
響

モノづくりの発展に貢献する 工業炉と関連機器

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １月２０日 金曜日 　　

　
日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま

で
各
国
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ

た
工
業
炉
関
連
の
規
格
を
ま

と
め
る
た
め
、
「
工
業
炉
及

び
関
連
設
備
」
の
技
術
専
門

委
員
会

Ｔ
Ｃ
２
４
４

を

年
５
月
に
新
設
し
た
。

　
こ
の
技
術
専
門
委
員
会
は

工
業
炉
に
お
け
る
最
先
端
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
技
術

を
開
発
し
て
い
る
日
本
か
ら

の
提
案
に
よ
っ
て
実
現
。
安

全
性
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
性
能
の
国
際
規
格
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
各

国
の
提
案
を
受
け
て
、
傘
下

に
六
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

Ｗ
Ｇ

を
設
置
し
て

い
る
。

年
２
月
に
工
業
炉

全
般
の
安
全
規
格
を
扱
う
Ｗ

Ｇ
１
、
燃
焼
お
よ
び
燃
料
取

り
扱
い
に
関
す
る
安
全
規
格

を
扱
う
Ｗ
Ｇ
２
、
工
業
炉
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
効

率
の
評
価
方
法
に
関
す
る
規

格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
３
を
設
置
。

続
い
て

年

月
に
用
語
を

扱
う
Ｗ
Ｇ
４
、

年

月
に

制
御
シ
ス
テ
ム
の
中
の
安
全

に
関
す
る
規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ

５
と
雰
囲
気
炉
に
関
す
る
規

格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
６
が
で
き
て

い
る
。

　
Ｗ
Ｇ
１
、
Ｗ
Ｇ
３
に
つ
い

て
は
、
国
際
規
格
を
つ
く
る

た
め
の
最
終
投
票
に
進
む
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
段
階
に
あ

り
、

年
中
に
も
発
行
す
る

予
定
。
Ｗ
Ｇ
２
は
国
際
標
準

原
案

Ｄ
Ｉ
Ｓ

に
向
け
て

審
議
中
。
Ｗ
Ｇ
４
は
Ｄ
Ｉ
Ｓ

投
票
に
進
む
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
段
階
。
Ｗ
Ｇ
５
、
Ｗ
Ｇ

６
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ

る
作
業
原
案

Ｗ
Ｄ

の
作

成
段
階
に
あ
る
。

　
今
年

月
に
は
Ｔ
Ｃ
２
４

４
の
第
４
回
全
体
会
議
が
日

本
で
開
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
な
ど
を
決
め
る
こ

と
に
な
る
。

　
日
本
工
業
炉
協
会
は
情
報

交
換
の
場
と
な
る
展
示
会

「
第
２
回
工
業
炉
関
連
機
器

展
　
サ
ー
マ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
を

年

月

日
に
大

阪
市
中
央
区
で
開
い
た
。
工

業
炉
関
連
機
器
を
取
り
扱
う

企
業
が
、
炉
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
正
会
員
を
メ
ー
ン
対
象
に

Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
、
製
品

・
技
術
発
表
会
、
製
品
・
カ

タ
ロ
グ
展
示
、
講
演
会
な
ど

を
実
施
。
出
展
会
社
か
ら
は

予
想
以
上
の
反
響
が
あ
っ
た

と
い
う
。
製
品
・
カ
タ
ロ
グ

展
示
に
は
合
わ
せ
て

社
が

参
加
し
た
。
来
場
者
は
４
１

６
人
で
、

年

月

日
に

名
古
屋
市
内
で
実
施
し
た
第

１
回
サ
ー
マ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
比
べ
て
約
２
０
０
人
上

回
っ
た
。

　
今
後
、
同
協
会
は
同
協
会

主
催
展
示
会
の
隔
年
開
催
を

目
指
し
て
い
る
。

年
７
月

に
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
工
業

炉
・
熱
技
術
、
関
連
機
器
の

展
示
会
「
第
６
回
国
際
工
業

炉
・
関
連
機
器
展
サ
ー
モ
テ

ッ
ク
２
０
１
３
」
を
東
京
都

内
で
３
日
間
開
く
予
定
。

年
に
第
３
回
の
サ
ー
マ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
催
を
構
想
し

て
い
る
。

　
工
業
炉
は
材
料
や
部
品
な

ど
を
所
定
の
温
度
で
加
熱
、

焼
結
、
溶
解
、
熱
処
理
す
る

た
め
の
装
置
で
、
燃
焼
炉
や

抵
抗
炉
、
加
熱
装
置
、
ア
ー

ク
炉
な
ど
の
機
種
が
あ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
の
工
程
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
装
置
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
発

展
や
、
技
術
の
進
歩
を
支
え

て
い
る
。

　
日
本
工
業
炉
協
会
会
員
会

社
の
工
業
炉
売
上
高
実
績
に

よ
る
と
、

年
の
工
業
炉
売

上
高
は
前
年
比

・
２
％
減

の
１
９
５
０
億
円
と
な
っ

た
。
高
炉
な
ど
の
減
収
が
響

い
て
３
年
連
続
で
前
年
実
績

を
下
回
っ
た
。

　
年
別
の
売
上
高
は

年
か

ら
右
肩
上
が
り
の
基
調
が
続

い
て
い
た
。

年
は
売
上
高

が

年
の
２
２
４
３
億
円
レ

ベ
ル
ま
で
回
復
し
７
年
ぶ
り

に
２
０
０
０
億
円
を
突
破
し

た
。

年
は

年
を
さ
ら
に

大
き
く
上
回
り
、
３
０
０
０

億
円
を
上
回
っ
て
い
た
。
し

か
し

年
は
製
鉄
所
の
主
要

設
備
で
あ
る
高
炉
や
転
炉
向

け
の
売
り
上
げ
減
少
か
ら
前

年
実
績
を
下
回
り
、

年
は

抵
抗
炉
な
ど
の
落
ち
込
み
が

響
い
た
。

　

年
の
完
成
品
の
機
種
別

売
上
高
を
み
る
と
、
電
気
炉

関
係
の
誘
導
加
熱

装
置

が
前
年
比

％
増
の
１
７
４

億
円
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
高
炉
は

同

・
７
％
減
の
２
２
２
億

円
、
転
炉
が
同

・
６
％
減

の

億
円
、
燃
焼
炉
が
同

・
９
％
減
の
３
４
９
億
円
。

電
気
炉
関
係
の
抵
抗
炉
が
同

１
・
９
％
減
の
３
９
５
億

円
、
ア
ー
ク
炉
も
同

％
減

の

億
円
と
な
っ
た
。
燃
焼

機
器
も
同

・
８
％
減
の
６

０
７
億
円
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
一
方
、
完
成
品
以
外
の
部

品
・
修
理
に
つ
い
て
は
、

年
の
売
上
高
は
同

・
６
％

増
の
６
４
６
億
円
だ
っ
た
。


